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解 答

完走 未定 農夫 民族 欠点宗 １ ２ ３ ４ ５

失礼 灯台 水辺 必死 児童６ ７ ８ ９ 10

エ ア イ就 問一 １ ２ ３

イ イ イ ウ問二 １ ２ ３ ４

はずむ くやしい さしかかる ここちよい問三 １ ２ ３ ４

問一 １ 〔こと 〕 ２ ・ （くんで不順可）州 ウナギの数が昔よりも大幅に減っている イ エ。

ア問二

ア イ イ ア問三 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

イ問四

シラス 親ウナギ 節度をもっ問五 １ Ⅰ Ⅱ ２

ウ問六

問一 １ 〔くらいの大きさ 〕 ２ ～ 〔から （くんで）修 ヘリコプター 体にかか てしまう。 。〕

ひと昔前問二

エ ウ問三 問四

問五 ～ （くんで）トンボが いるから

修 宗 就 拾問六 １ ２ ３ ４

解 説

出典は、塚本勝巳「うなぎ 一億年の謎を追う 〈学研 教 育 出 版 。州 」 〉
しゅってん つかもとかつ み いちおくねん なぞ お がっけんきょういくしゅっぱん

問一 １…指示語の問題です。すぐ前の「わたしたちにとって身近なウナギですが、その数は昔に比べると
み ぢか むかし くら

大幅に減っています」の部分をさしていることがわかりましたか。この部分をまとめましょう。
おおはば へ ぶ ぶん

２…一つ目は、 線①の少しあとに 「まず一番の原因は、人がとりすぎ、食べすぎたためです」
げんいん

（３・４行め）とありますからエ。二つ目は文章の後半になりますが 「ウナギが減ったのは、河川環、
ぶんしょう か せんかん

境が悪くなったことも理由としてあげられます （25行め）とありますからイがそれぞれ正解です。」
きょう わる り ゆう せいかい

問二 直前を見ましょう。 線②すぐ前の「ひところ世界のウナギの消費量の七十パーセントを、日本人
せ かい しょう ひ りょう

が食べていたと聞いたら驚くでしょう （６・７行め）の部分をさしていますからアが正解です。」
おどろ

問三 空らんＡ～Ｄの前の部分がヒントになっています。養殖ウナギは 「天然のシラスを河口でとってき、
ようしょく てんねん か こう

て、それにえさをやって大きくしたものです （11行め）とあり 「養殖だからといって、いくらでも」 、

つくれるわけではないのです （11・12行め）と書かれています。これらを元に「養殖 「天然」を取」 」

り違えないようにあてはめることができましたか。
ちが

問四 それぞれ空らんの前に書かれている内容の当然の結果としての内容が後に書かれているので 「です、
ないよう とうぜん けっ か

から」が入ります。



問五 １… 線③のすぐ前に「天然ウナギはマリアナに帰って産卵し、次の世代のシラスをうむ大切な親
さんらん つぎ せ だい

」 。ウナギになります （22行め）とあります。 ２…「ひかえる」とはとる量をおさえて減らすことです
へ

これと同じ内容の表現を【 】内からさがしてみると、19行めに「節度をもってとらなくてはなりま
せつ ど

せん」という表現がみつかります 「節度をもつ」とは、行き過ぎず、ほどほどに、という意味です。。
ひょうげん

問六 回遊魚のウナギが移動できなくなって困るのは 「ダムが河川を区切ってしま」うことですから、そ、
かいゆうぎょ い どう こま く ぎ

の内容の後のウに入れるのが適切です。
てきせつ

出典は、海野和男「虫の目になってみた 〈河出書房新社 。修 」 〉
しゅってん うん の かず お かわ で しょぼうしんしゃ

問一 １…「そんなに」が何を指しているのかは前の段落を読んで考えましょう。６行めに「もしトンボが
だんらく

ヘリコプターぐらい大きかったら」とありますね。それを受けての「そんなに大きくなることはできな

い」ですから 「ヘリコプターぐらい」の大きさが正解になります。 ２…同じ段落に「それ以上大き、
い じょう

くなれば、体にかかる力も大きくなって、大気の中で素早い動きをしたら翅がねじ切れてしまうからだ
す ばや うご はね

ろう （11・12行め）とありますから、ここからぬき出して答えましょう。」

」 。問二 同じ段落の最後に「ひと昔前では考えられなかったようなおもちゃの登場だ （27行め）とあります
さい ご とうじょう

問三 空らんの前の内容の性能の良さから予測できることと正反対の内容がその後に書かれているので、
せいのう よ よ そく せいはんたい

「けれど」が入ります。

問四 「空中で身を翻すこと」ですから「とんぼ返り」が正解です 「しりきれとんぼ」とは、物事が途。
ひるがえ がえ ものごと と

中で終わってしまうことです。
ちゅう お

問五 理由は 線③のすぐ後にあります 「それはトンボが昆虫の中では視力に優れ、私たちと共通する。
こんちゅう し りょく すぐ わたし きょうつう

世界認識を持っているからかもしれないと思う （34・35行め）からぬき出しましょう。」
せ かいにんしき も

問六 それぞれの段落の中心文に着目し、何について書かれているのかを読みとりましょう。
ちゃくもく


